
循 環 器 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

心血管カテーテル治療科
科長
心血管治療センター長
医長
医療安全管理副部長
臨床工学科長
産業医
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

阿部　　充

日本循環器学会認定循環器専門医、
近畿支部評議員
日本内科学会総合内科専門医、指導医
日本心血管インターベンション治療学会
　専門医、指導医、代議員
米国心臓協会（AHA）、日本心臓病学会、
日本高血圧学会
京都大学医学博士

冠動脈、下肢動
脈および大動脈
弁狭窄症に対す
るカテーテル治
療、造影剤腎症、
臨床研究一般

医長
病棟医長
リスクマネージャー
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

益永　信豊

日本循環器学会循環器専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本心血管インターベンション治療学会
　認定医・専門医
腹部大動脈ステントグラフト指導医
日本心臓病学会、日本糖尿病学会

冠動脈カテーテ
ル治療、末梢動
脈カテーテル治
療、大動脈ステ
ントグラフト治
療

院内医長
不整脈チーフ
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

小川　　尚

日本内科学会総合内科専門医・認定内科医
日本循環器学会循環器専門医
日本不整脈心電学会不整脈専門医
植込み型除細動器（ICD）/ペーシングによ
る心不全治療（CRT）研修修了
アメリカ心臓協会（AHA）
ヨーロッパ心臓病学会（ESC）
ヨーロッパ不整脈学会（EHRS）

電気生理、カ
テーテルアブ
レーション治
療、デバイス治
療

不整脈

院内医長
心不全チーフ
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

井口　守丈

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会総合内科専門医、指導医
日本超音波医学会超音波専門医（心臓）
京都大学医学博士
心臓リハビリテーション指導士
日本心不全学会、日本心臓リハビリテー
ション学会、日本心エコー図学会、
SCCT研究会、アメリカ心臓協会（AHA）、
ヨーロッパ心臓病学会（ESC）

循環器領域の画
像診断 心不全

専門医資格等
日本循環器学会
　�認定循環器専門医、社員、
近畿支部評議員、FJCS会員

日本内科学会
　認定内科医、指導医、
　近畿支部評議員
日本不整脈心電学会評議員
日本心血管脳卒中学会評議員
京都大学臨床教授、
非常勤講師

欧州心臓学会（ESC）、
FESC会員
米国心臓協会（AHA）
日本心臓病学会
京都大学医学博士
京都府医師会学術・
生涯教育委員

専門分野
心房細動、不整脈、臨床疫学

診療部長（内科系担当・病
棟管理担当併任）
診療科長
臨床研究センター
展開医療研究部　主任研
究員
赤尾　昌治
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医師
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

石井　　充

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本心血管インターベンション治療学会
　専門医
日本心臓病学会
JMECC アシスタントインストラクター、
ICLSインストラクター
京都大学　医学博士

冠動脈
カテーテル治療

医師
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

藤野　明子

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医
日本心血管インターベンション治療学会
　認定医
兵庫医科大学　医学博士

冠動脈血管内
イメージング

医師 井手　裕也
日本内科学会認定医・総合内科専門医
日本循環器学会
京都大学　医学博士

循環器内科一般

医師
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

濱谷　康弘

日本内科学会認定　総合内科専門医
日本循環器学会認定　循環器専門医
日本超音波学会認定　超音波専門医
日本心エコー図学会
　SHD心エコー図認証医
ASD治療TEE認証医
日本心臓病学会、日本心不全学会、日本心
血管インターベンション治療学会
京都大学 医学博士

心不全緩和ケ
ア、心エコー（経
食道心エコー・負
荷エコー）

心不全、
心筋症

医師 吉澤　尚志

日本内科学会総合内科専門医・認定内科医
日本循環器学会循環器専門医
日本不整脈心電学会不整脈専門医
植込み型除細動器（ICD）/ペーシングによ
る心不全治療（CRT）研修修了
日本超音波医学会超音波専門医

臨床不整脈
カテーテルアブ
レーション

医師 土井　康佑
日本内科学会認定内科医
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会 
（CVIT）

冠動脈および末
梢動脈のカテー
テル検査・治療、
循環器全般

静脈血栓塞栓
症

医師 池田　周平
日本内科学会認定内科医
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会

循環器内科一般

レジデント 石上健二郎
日本内科学会
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会
日本心エコー図学会

循環器内科一般

専攻医 南　　公人 日本内科学会
日本循環器学会 循環器内科一般
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｜令和 ３年度の主な取組｜

施設認定
・日本循環器学会認定循環器研修施設

診療科の特色・体制
●急性心筋梗塞を始めとする循環器救急疾患
　�24時間365日、万全の体制で対応します。狭心症、末梢動脈疾患などの血管内治療も、最高レベルの術者
が、エビデンスに基づいた最善の治療を提供します。

●不整脈
　複数の不整脈専門医が在籍し、アブレーションやペースメーカー植込を始め全ての治療に対応します。
●心室細動に伴う心停止
　救命救急科とも密に連携を取り、補助循環であるECMO/PCPSを用いた蘇生を積極的に行っています。
●高齢化で増加している心不全
　�心不全専門医、看護師、薬剤師、理学療法士、管理栄養士など多職種からなる心不全チームで、心不全
患者の急性期から慢性期の管理、再入院予防を行っており、心不全患者の緩和ケアにも先駆的に取り組
んでいます。

｜診療実績｜

入院患者数
2020年度 2021年度 

1 日平均患者数（名） 30.0 31.3

新入院患者数（名） 989 970

平均在院日数（日） 10.9 11.6

外来患者数
2020年度 2021年度 

1 日平均総患者数（名） 52.8 59.3

主な手術・検査の件数（2021年度）

冠動脈カテーテル治療 295件 カテーテルアブレーション 66件 

冠動脈カテーテル検査 476件 ペースメーカー植込 46件 

下肢動脈カテーテル治療  27件 

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.04.01, 2021.06.02	 循環器連携を深める会 
「実地診療における心房細動管理のポイント ~実地医家も参加した京都市伏見区の登録研究から見えてきたもの~」

阿部　　充
2021.04.10	 高血圧治療セミナー in 京都
「心房細動と高血圧〜イベント予防のための血圧管理の重要性」

赤尾　昌治
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.04.14	 第 1 回次世代OCT研究者のつどい
「OCTによる石灰化病変の評価」

藤野　明子
2021.04.17	 第 8 回日本心血管脳卒中学会学術集会　シンポジウム 1 「心不全と脳卒中」
「心不全は脳梗塞の原因になるか」

赤尾　昌治
2021.04.17	 第 8 回 日本心血管脳卒中学会学術集会
「ELDERCARE-AF試験適格基準に合致する高齢心房細動患者の背景と予後：伏見AFレジストリより」

井手　裕也、小川　　尚、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、藤野　明子、安　　珍守、
石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、江里　正弘、辻　　　光、和田　啓道、長谷川浩二、阿部　　充、
赤尾　昌治

2021.04.17	 第 8 回 日本心血管脳卒中学会学術集会
「心房細動患者における腎機能悪化の危険因子～伏見心房細動患者登録研究より～」

小川　　尚、安　　珍守、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、井手　裕也、藤野　明子、石井　　充、
井口　守丈、益永　信豊、江里　正弘、和田　啓道、長谷川浩二、阿部　　充、赤尾　昌治

2021.04.20	 ANAFIE REGISTRY in STROKE2021/JCS2021
「抗凝固薬のアドヒアランスと非弁膜症性心房細動の疾患理解に関連するANAFIE Registry登録患者の臨床特性」

赤尾　昌治
2021.04.22	 日本人高齢心房細動の治療戦略
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.04.23	 J-ELD Web Series　人生100年時代〜梗塞と出血の両リスクを考慮した適正使用の在り方
「低腎機能患者の抗凝固療法をどうするか〜J-ELD AF研究の最新解析から」

赤尾　昌治
2021.04.24	 かかりつけ医のための抗血栓療法セミナー
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.05.11	 第 5 回循環器よろずカンファランスWEBセミナー
「その抗血小板薬併用、本当に必要ですか？〜最新のエビデンスとガイドラインから」

赤尾　昌治
2021.05.12	 J-ELD AF Web Series　超高齢化社会の明日を考える
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.05.20	 高齢者トータルケアセミナー@長崎
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.05.27	 宍粟市高齢者AFトータルケアセミナー
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.05.29	 第10回禁煙治療研究会
「世界禁煙デー　記念セミナー「COVID-19,心血管病と禁煙治療」～コロナうつ、心血管疾患と禁煙～」

長谷川浩二
2021.05.31	 心房細動 Web Seminar @ 大垣
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.06.05	 日本人の脳梗塞リスクを考え直す @ 奈良
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.06.12	 PROTECTION座談会
「TASK-AF伏見パイロットプログラム」

赤尾　昌治
2021.06.18	 J-ELD AF Web Series　将来の超高齢化社会を見据えて、抗凝固療法を再考する
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.06.19	 負荷エコー研究会
「僧帽弁逆流症患者に対する、ハンドグリップ負荷右心カテーテルの経験」

濱谷　康弘
2021.06.25	 鳥取県西部抗凝固療法セミナー
「低腎機能患者の抗凝固療法をどうするか〜J-ELD AF研究の最新解析から」

赤尾　昌治
2021.06.26	 第142回日本循環器学会北陸地方会共催セッション 5
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.06.28	 高齢者の循環器疾患を考える会 @ 船橋
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.07.01	 第67回日本不整脈心電学会学術大会ランチョンセミナー
「日本人AF患者のリスクを見直す〜伏見AFレジストリ10年を振り返って」

赤尾　昌治
2021.07.01	 67th Japanese Heart Rhythm Society
「�Incidence and predictors of iatrogenic atrial septal defect （iASD） after pulmonary vein isolation （PVI） by 
transesophageal echocardiogram （TEE）」

Takashi Yoshizawa,  Satoshi Shizuta, Munekazu Tanaka, Akihiro Komasa, Takeshi Kimura.
2021.07.07	 J-ELD AF Web Series　日本人高齢心房細動に対する新エビデンス～J-ELD AF徹底解説～
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.07.11	 Expert Meeting on Cardiology～Road to NE JM
「�Rivaroxaban Monotherapy versus Combination Therapy According to Patient Risk of Stroke and Bleeding 
in Atrial Fibrillation and Stable Coronary Disease：AFIRE trial sub-analysis」

赤尾　昌治
2021.07.15	 循環器フォーラム〜平成一二三の会〜
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.07.15	 彦根循環器フォーラム
「心不全治療の新しい選択肢～SGLT2阻害薬の可能性～」

益永　信豊
2021.07.17	 第 8 回　伏見AFネットワークミーティング
「心房細動アブレーション最近の話題～心不全患者での治療戦略も含めて～」

吉澤　尚志
2021.07.21	 J-ELD AF Web Series　人生100年時代を迎えた今、高齢者の抗凝固療法をみつめなおす
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者にアピキサバンを活かす〜J-ELD AFの最新サブ解析から」

赤尾　昌治
2021.07.26	 Tuen Mun Hospital Cardiology Team Lecture
「The latest real-world data on NOACs for elderly patients in Japan including ANAFIE」

赤尾　昌治
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.07.30	 K-PCI
「伏見AFレジストリから見たAF患者とPCI、透析、死因、心不全」

阿部　　充
2021.07.30	 K-PCIカンファレンス （研究会）
「中心静脈ポートカテーテル断裂に対して経カテーテル的に回収し得た一例」

井手　裕也、阿部　　充、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、藤野　明子、石井　　充、
井口　守丈、小川　　尚、益永　信豊、赤尾　昌治

2021.07.31	 GENERAL座談会〜プライマリケア医が担う抗凝固療法
「GENERAL研究が示す心原性脳塞栓症予防のあり方」

赤尾　昌治
2021.08.02	 Queen Elizabeth Hospital Medical Team Lecture
「The latest real-world data on NOACs for elderly patients in Japan including ANAFIE」

赤尾　昌治
2021.08.26	 東北 Stroke Expert Meeting
「その抗血小板薬併用、本当に必要ですか？〜最新のエビデンスとガイドラインから」

赤尾　昌治
2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�Previous pacemaker therapy was not associated with the risk of clinical events in patients with atrial 
fibrillation：The Fushimi AF Registry.」

Hisashi Ogawa, Masahiro Esato, Kimihito Minami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani,
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Hiromichi Wada,
Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�Predictors and risk model for heart failure hospitalization in atrial fibrillation patients without pre-existing 
heart failure：The Fushimi AF Registry.」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi,
Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa,
Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�Association of left ventricular end-diastolic diameter with incidence of thromboembolism in patients with 
non-valvular atrial fibrillation：The Fushimi AF Registry 」

Yuji Tezuka, Kousuke Doi, Yoshimori An, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga,
Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�The relationship between diastolic blood pressure and the risk of cardiovascular events in patients with 
atrial fibrillation whose systolic blood pressure was treated to less than 130 mmHg」

Syuhei Ikeda, Moritake Iguchi, Hisashi Ogawa, Kenjiro Ishigami, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani,
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hiromichi Wada,
Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�Association of the degree of thrombocytopenia with cause of death in patients with atrial fibrillation：
The Fushimi AF Registry」

Kenjiro Ishigami, Kimihito Minami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani, Yuya Ide, Akiko Fujino,
Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Hisashi Ogawa, Masahiro Esato, Hiromichi Wada,
Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.08.27-30	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021
「�Influence of renal dysfunction on clinical outcomes in elderly patients with atrial fibrillation：a subanalysis 
of the phase 3, randomized, placebo-controlled ELDERCARE-AF trial」

Tetsuro Yoshida, Akihiro Nakamura, Junichi Funada, Mari Amino, Wataru Shimizu, Masayuki Fukuzawa,
Saori Watanabe, Takuya Hayashi, Takeshi Yamashita, Ken Okumura, Masaharu Akao.
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2021.08.28-31	 ESC（European Society of Cardiology） Congress 2021―The Digital Experience
「�Association of low total cholesterol level with clinical outcomes in patients with atrial fibrillation：The 
Fushimi AF registry」

Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Yoshimori An, Akiko, Fujino, Yasuhiro Hamatani,
Kosuke Doi, Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe,
Masaharu Akao.

2021.09.14	 高齢心房細動患者に対する最適な抗凝固療法マネジメント
「高齢心房細動患者に対する最適な抗凝固療法マネジメント」

赤尾　昌治
2021.09.15	 高齢者心房細動治療を考える @ 立川
「今、改めて日本人AF患者の脳梗塞リスクを考え直す　〜伏見AFレジストリ10年の成果」

赤尾　昌治
2021.09.17-19	 第69回 日本心臓病学会学術集会
「僧帽弁逆流症患者に対する、ハンドグリップ負荷を用いた右心カテーテル検査の有効性に関する検討」

濱谷　康弘
2021.09.18	 第69回⽇本⼼臓病学会学術集会
「最近フォローしていなかった循環器の話 「不整脈診断〜最近の話題」」

赤尾　昌治
2021.09.22	 イグザレルトWEBカンファレンス
「その抗血小板薬併用、本当に必要ですか？〜最新のエビデンスとガイドラインから」

赤尾　昌治
2021.09.24	 カテーテルアブレーション関連秋季大会2021
「�クライオバルーンアブレーション術後遠隔期　肺静脈再伝導についての検討� �
～多施設登録研究 BREAK-AF studyより～」

吉澤　尚志、静田　　聡、西脇　修司、小正　晃裕、木村　　剛、佐々木康博、小堀　敦志、古川　　裕、
廣上　　潤、廣島　謙一、安藤　献児

2021.09.29	 ANAFIE REGISTRY Round Table Discussion
「高齢非弁膜症性心房細動患者における腎機能と臨床アウトカムの関係：腎機能別サブ解析」

赤尾　昌治
2021.10.01-03	 第25回 日本心不全学会学術集会
「心不全入院患者に対するIntegrated Palliative Care Outcome Scales （IPOS）を用いた全人的苦痛の評価と介入」

濱谷　康弘、井口　守丈、池山侑里花、欅田　敦子、小川　　恵、安田　夏盛、藤本　佳奈、市原　英則、
坂井みさき、木下　多愛、中島　康代、赤尾　昌治

2021.10.02	 高齢者 Total Care Web Seminar @ 大阪
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.04	 ANAFIE REGISTRY Round Table Discussion
「超ハイリスク患者の心房細動診療を考える-高出血リスク集団解析」

赤尾　昌治
2021.10.07	 超高齢社会の心房細動治療を考える
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.09	 第37回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会
「中心静脈ポートカテーテル断裂に対して経カテーテル的に回収し得た一例」

井手　裕也、阿部　　充、出川佳奈子、山賀　　郁、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、小川　　尚、益永　信豊、赤尾　昌治

2021.10.12	 高齢者の循環器疾患を考える @ 札幌
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
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2021.10.14	 脳・循環器疾患カンファレンス @ 神戸
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.16	 京都医療センター第17回 医療連携フォーラム
「ハートチームで提供する低侵襲弁膜症治療 ~最新のハイブリッド手術室で広がる心臓治療の未来！~」

阿部　　充
2021.10.23	 高齢者トータルケアセミナー @ 東大阪
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.24	 かかりつけ医のためのエキスパートセミナー：地域医療連携を踏まえた循環器診療
「連携手帳を活用した心房細動の地域医療連携」

赤尾　昌治
2021.10.25	 高齢者心房細動Webセミナー @ 柏
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.29	 Eldercare Seminar in Kochi
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.29	 CCT2021
「OCTを用いた石灰化病変の評価」

藤野　明子
2021.10.30	 Heart Disease Web Seminar
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.10.31	 Indo-Japan OCT Club
「OCT Case Sharing -Calcified Lesion」

Akiko Fujino.
2021.11.11	 高齢者心房細動Webセミナー＠福井
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.11.12	 不整脈 Expert Meeting @ 神戸
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Association between clinical outcomes and bleeding risk factors in very elderly patients with atrial 
fibrillation at high bleeding risk：The Fushimi AF Registry」

Yuya Ide, Hisashi Ogawa, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani, Akiko Fujino,
Yoshimori An, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji,
Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Prognostic Impact of Low on-treatment Diastolic Blood Pressure on the First Episode of Stroke/Systolic 
Embolism in Japanese Patients with Atrial Fibrillation：The Fushimi AF Registry」

Syuhei Ikeda, Hisashi Ogawa, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani,
Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga,
Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Long-term clinical outcomes after major versus non-major bleeding in patients with atrial fibrillation：
The Fushimi AF Registry」

Kenjiro Ishigami, Hisashi Ogawa, Kimihito Minami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani,
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato,
Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.
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2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Fine fibrillatory wave as a risk factor for heart failure event in atrial fibrillation patients：The Fushimi AF 
Registry」

Tetsuma Kawaji, Hisashi Ogawa, Yasuhiro Hamatani, Masashi Kato, Takafumi Yokomatsu, Shinji Miki,
Mitsuru Abe, and Masaharu Akao.

2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Echocardiographic Score versus Conventional Clinical Risk Score to Predict Thromboembolic Events in 
Younger Patients or First Thromboembolic Events with Non-valvular Atrial Fibrillation in Japan：The 
Fushimi AF Registry」

Yuji Tezuka, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga,
Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2021.11.13-15	 American Heart Association Scientific Sessions 2021
「�Temporal Change and its Determinants of Psychological Symptoms during Hospitalization Among Heart 
Failure Patients」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Yurika Ikeyama, Atsuko Kunugida, Megumi Ogawa,
Natsushige Yasuda, Kana Fujimoto, Hidenori Ichihara, Misaki Sakai, Tae Kinoshita, Yasuyo Nakashima,
and Masaharu Akao.

2021.11.16	 K-PCI　OCT （研究会）
「左冠動脈前下行枝のlotus root様病変の治療にOCTが有用であった一例」

井手　裕也、阿部　　充、南　　公人、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、吉澤　尚志、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、小川　　尚、益永　信豊、赤尾　昌治

2021.11.17	 OCU Expert skill up conference
「心不全緩和ケアにおける現状と課題」

濱谷　康弘
2021.11.19	 指宿医師会WEB講演会
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.11.20	 人生100年時代を見据えた抗凝固療法 @ 京都
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.11.24	 超高齢者の心房細動治療を考える @ 大阪
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.11.29	 医学論文について学ぶ会 @ 大阪
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.02	 心房細動Web Seminar〜超高齢社会における抗凝固療法を考える @ 茨城
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.02	 心房細動 On-line Seminar　超高齢社会の新しい選択肢を考える
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.06	 第一三共　抗血栓シアター：日本の循環器疾患を再考する～超高齢社会に於ける治療戦略
「超高齢・高出血リスク心房細動に対する抗凝固療法」

赤尾　昌治
2021.12.09	 Eldercare-AF Symposium @ 長岡
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.11	 地域で診る心房細動治療Webセミナー～伏見AFレジストリ10年を迎えて～
「始まりは病診連携パス〜伏見AFレジストリの10年を振り返る」

赤尾　昌治

083Kyoto Medical center Annual report



発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.12.11	 イグザレルト X-choose conference
「循環器緩和ケアにおける現状と課題」

濱谷　康弘
2021.12.11	 第132回日本循環器学会近畿地方会
「右室内に舌癌の転移および血栓を疑う腫瘤を認めた一例」

土井　康佑、安田　佳織、南　　公人，石上健二郎、池田　周平、濱谷　康弘、吉澤　尚志、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充，井口　守丈、小川　　尚、益永　信豊、和田　啓道、中島　康代、長谷川浩二、
阿部　　充，赤尾　昌治

2021.12.11	 第132回日本循環器学会近畿地方会
「低酸素血症の原因検索に苦慮した症例」

池田　周平、井口　守丈、濱谷　康弘、南　　公人、石上健二郎、土井　康佑、吉澤　尚志、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充、小川　　尚、益永　信豊、中島　康代、和田　啓道、長谷川浩二、阿部　　充、
赤尾　昌治

2021.12.13	 超高齢社会における抗凝固療法を考える @ 郡山
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.16	 超高齢者の抗凝固療法を考えるWebセミナー@ 山口
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.21	 新時代の循環器診療を考える会 @ 金沢
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2021.12.22	 NBI web seminar
「心不全緩和ケアにおける現状と課題」

濱谷　康弘
2021.12.23	� JCS 2020 Guideline Focused Update on Antithrombotic Therapy in Patients with 

Coronary Artery Disease
「Case 1：A Case with Atrial Fibrillation who needs PCI」

Akiko Fujino
2022.01.11	 心房細動 Meet the Expert @ 浜松
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.01.13	 ANAFIE REGISTRY Round Table Discussion
「高齢非弁膜症性心房細動患者におけるポリファーマシーのアウトカムへの影響：ANAFIE Registryのサブ解析」

赤尾　昌治
2022.01.14	 超高齢者の心房細動診療を考える @ 千葉旭
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.01.15	 Heart Disease Conference @ 大阪
「その抗血小板薬併用、本当に必要ですか？〜最新のエビデンスとガイドラインから」

赤尾　昌治
2022.01.15	 脳心血管病トータルケアセミナー （研究会）
「�Real world dataでみた超高齢・高出血リスク心房細動患者の臨床像と予後� �
〜エドキサバン15mgの使用を見据えて」

井手　裕也
2022.01.18	 高齢者心房細動Webセミナー @ 川口
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
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2022.01.21	 高齢者トータルケアWebセミナー @ 苫小牧
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.01.25	 川内市医師会学術講演会
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.01.27	 Cardiovascular Expert Web Seminar @ 大阪
「始まりは病診連携パス〜伏見AFレジストリの10年を振り返る」

赤尾　昌治
2022.01.29	 Expert Meeting on Cardiology～Road to NEJM
「血栓リスクの層別化から見た抗血栓治療戦略を考える」

赤尾　昌治
2022.02.04	 高齢者AFのトータルケア @ 新発田
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.05	 Heart Rhythm Area Meeting @ 堺
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.05	 OCT educational webinar@Yamaguchi
「冠動脈疾患マネジメントにおいてイメージングが果たす役割とは？」

藤野　明子
2022.02.06	 第17回日本PCIフェローコース
「冠動脈疾患と腎障害～正しく恐れる～」

阿部　　充
2022.02.08	 HOPES seminar
「心房細動・心不全と脳梗塞 ~change practiceを目指して~」

濱谷　康弘
2022.02.09	 DS net in Kyoto ELDERCARE Meeting
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.10	 高齢者トータルケアセミナー @ 高崎
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.11	 第14回植込みデバイス関連冬季大会
「心房細動患者におけるペースメーカー植込みの予測因子に関する検討～伏見心房細動患者登録研究より～」

小川　　尚、吉澤　尚志、南　　公人、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、江里　正弘、和田　啓道、長谷川浩二、阿部　　充、
赤尾 昌治

2022.02.16	 高齢者心房細動セミナー @ 愛媛
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.17	 高齢者トータルケアセミナー @ 神奈川
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.02.19	 第38回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会
「左冠動脈前下行枝のlotus root様病変の治療にOCTが有用であった一例」

井手　裕也、阿部　　充、南　　公人、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、吉澤　尚志、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、小川　　尚、益永　信豊、赤尾　昌治
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2022.03.02	 循環器治療最前線 in Kagawa
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.03.04	 脈の日・心房細動週間セミナー in 弘前
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.03.05	 Tokyo Physiology 2022 by FRIENDS Live
「PCIはCCS病変の不安定化を予防するか？　予防します　なぜならImagingが示しています」

藤野　明子
2022.03.11	 第86回日本循環器学会学術総会
「Change of the combination therapy of oral anticoagulant and antiplatelet drug：The Fushimi AF Registry.」

益永　信豊、小川　　尚、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、吉澤　尚志、濱谷　康弘、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、江里　正弘、辻　　　光、和田　啓道、長谷川浩二、阿部　　充、
赤尾　昌治

2022.03.11	 第86回日本循環器学会学術集会
「�The clinical characteristics and outcomes of very elderly ELDERCARE-AF eligible Japanese patients with 
atrial fibrillation：The Fushimi AF registry」

Yuya Ide, Hisashi Ogawa, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani, Akiko Fujino,
Yoshimori An,　Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji,
Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�10-year trend of antithrombotic therapy status and outcomes of Japanese atrial fibrillation patients：The 
Fushimi AF Registry」

Masaharu Akao, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa,
Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Relationships between Direct Oral Anticoagulants Doses and Clinical Outcomes in Patients with Non-
valvular Atrial Fibrillation：ANAFIE Registry Sub-study」

Masaharu Akao
2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Clinical characteristics and outcomes of Japanese atrial fibrillation patients with poor medication 
adherence：A sub-analysis of GENERAL study」

Masaharu Akao, Hikari Tsuji, Kengo Kusano, Kunihiko Matsui, Shinya Hiramitsu, Yutaka Hatori,
Hironori Odakura, Hisao Ogawa.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Rivaroxaban monotherapy versus combination therapy according to coronary stent type and lesion site：
The AFIRE trial sub-analysis」

Mitsuru Ishii, Masaharu Akao, Satoshi Yasuda, Koichi Kaikita, Junya Ako, Tetsuya Matoba,
Masato Nakamura,Katsumi Miyauchi, Nobuhisa Hagiwara, Kazuo Kimura, Atsushi Hirayama,
Kunihiko Matsui, Hisao Ogawa.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Blood pressure control level and risk of major bleeding in patients with atrial fibrillation：The Fushimi 
AF Registry 10-year follow-up」

Mitsuru Ishii, Hisashi Ogawa, Nobutoyo Masunaga, Moritake Iguchi, Akiko Fujino, Yuya Ide,
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Kosuke Doi, Syuhei Ikeda, Kenjiro Ishigami, Kimihito Minami,
Masahiro Esato, Hikari Tsuji,Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「Changes in digitalis drug usage in patients with atrial fibrillation：Fushimi AF Registry」

Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda,Kosuke Doi, Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa,
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Hisashi Ogawa, 
Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.
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2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�The relationship between diastolic blood pressure achieved at target systolic blood pressure and the 
risk of cardiovascular events in patients with atrial fibrillation：The Fushimi AF Registry」

Syuhei Ikeda, Moritake Iguchi, Kenjiro Ishigami, Yuya Aono, Kosuke Doi, Yoshimori An, Mitsuru Ishii,
Hisashi Ogawa, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa,
Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「Machine learning risk prediction for incident heart failure in patients with atrial fibrillation」

Yasuhiro Hamatani, Hidehisa Nishi, Moritake Iguchi, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada,
Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Shunichi Fukuda, and Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Incidence, Prognostic Significance, and Risk Prediction of Heart Failure Hospitalization in Japanese Patients 
with Atrial Fibrillation：The Fushimi AF Registry」

Yasuhiro Hamatani, Hidehisa Nishi, Moritake Iguchi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda,
Kosuke Doi,Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Nobutoyo Masunaga,
Masahiro Esato, Hikari Tsuji,Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe,
Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Determinants and Prognostic Significance of Symptom Burdens in Hospitalized Heart Failure Patients �
―Prospective Survey Using Integrated Palliative Care Outcome Scale―」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Yurika Ikeyama, Atsuko Kunugida, Megumi Ogawa,
Natsushige Yasuda, Hidenori Ichihara, Kana Fujimoto, Misaki Sakai, Tae Kinoshita, Yasuyo Nakashima,
and Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「Effect of beta blockers for preventing new-onset heart failure in atrial fibrillation：The Fushimi AF registry」

Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Yoshimori An, Akiko, Fujino, Yasuhiro Hamatani,
Kosuke Doi, Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe,
Masaharu Akao.

2022.03.11-13	 第86回日本循環器学会学術集会
「�Difference of the impact of valvular heart disease on heart failure hospitalization by natriuretic peptide 
level in Japanese atrial fibrillation patients：The Fushimi AF Registry」

Kosuke Doi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa,
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Hisashi Ogawa, Nobutoyo Masunaga,
Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2022.03.15	 心房細動セミナー
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.03.23	 日本循環器学会2022 速報webセミナー
「伏見AFレジストリからみた、ニッポンの抗凝固療法の10年」

赤尾　昌治
2022.03.26	 宇治久世医師会学術講演会
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.03.28	 北部医療圏高齢者AF治療最前線
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢〜エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2022.03.29	 エリキュースインターネット講演会
「抗凝固薬のアドヒアランス向上のための 4つのポイント」

赤尾　昌治
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

総 説
心房細動患者の抗凝固療法の現状と今後
Cardiac Practice, 32, 1, 32-37, 2021.09.30, メディカルレビュー

赤尾　昌治
総 説
心房細動のリスク評価
最新臨床脳卒中学, 80, 増刊号1, 279-284, 2022.01.31, 日本臨牀社

赤尾　昌治
総 説
J-ELD AF研究
最新臨床脳卒中学, 80, 増刊号2, 567-574, 2022.02.28, 日本臨牀社

赤尾　昌治
解 説
「透析患者に心房細動は多いのですか？」
臨床透析, 37, 6, 45-50, 2021.06.10, 日本メディカルセンター

赤尾　昌治
総 説
心房細動の薬物治療
循環器診療コンプリート「不整脈」, 81-91, 2021.09.05, 学研メディカル秀潤社

安珍　　守、赤尾　昌治
総 説
抗凝固薬の使い方
循環器ジャーナル, 70, 2, in press, 医学書院

赤尾　昌治
解 説
Current Review 循環器領域
Cardio-Coagulation, 9, 1, in press, メディカルレビュー

赤尾　昌治
解 説
サルコイドーシス
国循・天理よろづ印　心エコー読影ドリル, 70-73, 2021.04, 医学書院

濱谷　康弘
解 説
ARVC
国循・天理よろづ印　心エコー読影ドリル, 78-81, 2021.04, 医学書院

濱谷　康弘
解 説
感染性心内膜炎
国循・天理よろづ印　心エコー読影ドリル, 110-113, 2021.04, 医学書院

濱谷　康弘
解 説
感染性心内膜炎
循環器診療エッセンシャル, 221-226, 2022.03, 南江堂

濱谷　康弘
原著論文
Relation of renal function to mid-term prognosis of stable angina patients with high- or low-dose pitavastatin 
treatment：REAL-CAD substudy.
Am Heart J, 240, 89-100, 2021

Abe M, Ozaki Y, Takahashi H, Ishii M, Masunaga N, Ismail TF, Iimuro S, Fujita R, Iwata H, Sakuma I,
Nakagawa Y, Hibi K, Hiro T, Fukumoto Y, Hokimoto S, Miyauchi K, Ogawa H, Daida H, Shimokawa H,
Saito Y, Matsuzaki M, Akao M, Kimura T and Nagai R.
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原著論文
Clinical outcomes according to dose reduction criteria of apixaban in Japanese elderly patients with atrial 
fibrillation：J-ELD AF Registry subanalysis.
Heart Vessels, 36, 7, 1035-1046, 2021

Akao M, Yamashita T, Suzuki S and Okumura K.
原著論文
Rivaroxaban monotherapy versus combination therapy according to patient risk of stroke and bleeding 
in atrial fibrillation and stable coronary disease：AFIRE trial subanalysis. 
Am Heart J., 236, 59-68, 2021

Akao M, Yasuda S, Kaikita K, Ako J, Matoba T, Nakamura M, Miyauchi K, Hagiwara N, Kimura K,
Hirayama A, Matsui K and Ogawa H.

原著論文
Major adverse cardiovascular events and mortality after catheter ablation in Japanese patients with atrial 
fibrillation：The Fushimi AF Registry. 
Heart Vessels., 36, 8, 1219-1227, 2021

Esato M, An Y, Ogawa H, Wada H, Hasegawa K, Tsuji H, Abe M and Akao M.
原著論文
Aspirin versus P2Y（12） inhibitors with anticoagulation therapy for atrial fibrillation. 
Heart., 107, 21, 1731-1738, 2021

Fukaya H, Ako J, Yasuda S, Kaikita K, Akao M, Matoba T, Nakamra M, Miyauchi K, Hagiwara N,
Kimura K, Hirayama A, Matsui K and Ogawa H.

原著論文
Isometric Handgrip Stress Test during Right Heart Catheterization in Patients with Mitral Regurgitation -A 
Case Series Study. 
Intern Med, 61, 12, 1817-22, 2022.

Hamatani Y, Iguchi M, Minami K, Ishigami K, Ikeda S, Doi K, Yoshizawa T, Ide Y, Fujino A, Ishii M,
Ogawa H, Masunaga N, Abe M and Akao M.

原著論文
Prognostic significance of natriuretic peptide levels in atrial fibrillation without heart failure. 
Heart., 107, 9, 705-712, 2021

Hamatani Y, Iguchi M, Ueno K, Aono Y, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Ogawa H, Abe M,
Morita S and Akao M.

原著論文
Periprocedural management and clinical outcomes of invasive procedures after venous thromboembolism：
from the COMMAND VTE registry. 
J Thromb Thrombolysis., 53, 2, 540-549, 2022

Hata R, Yamashita Y, Morimoto T, Kadota K, Amano H, Murai R, Osakada K, Sano A, Takase T,
Hiramori S, Kim K, Oi M, Akao M, Doi K, Kobayashi Y, Toyofuku M, Izumi T, Tada T, Chen PM, 
Murata K, Tsuyuki Y, Saga S, Nishimoto Y, Sasa T, Sakamoto J, Kinoshita M, Togi K, Mabuchi H,
Takabayashi K, Tsujisaka Y, Seko Y, Matsushita K, Yoneda F, Kato T, Ono K and Kimura T.

原著論文
Clinical characteristics and outcomes of very elderly patients with atrial fibrillation at high bleeding risk
―The Fushimi AF Registry.
Circ Rep., 3, 11, 629-638, 2021

Ide Y, Ogawa H, Ishigami K, Ikeda S, Doi K, Hamatani Y, Fujino A, An Y, Ishii M, Iguchi M, Masunaga N,
Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, Lip GYH and Akao M.

原著論文
Ischemic Stroke in Acute Decompensated Heart Failure：From the KCHF Registry. 
J Am Heart Assoc., 10, 21, e022525, 2021

Iguchi M, Kato T, Yaku H, Morimoto T, Inuzuka Y, Tamaki Y, Ozasa N, Yamamoto E, Yoshikawa Y,
Kitai T, Hamatani Y, Yamashita Y, Masunaga N, Ogawa H, Ishii M, An Y, Taniguchi R, Kato M,
Takahashi M, Jinnai T, Ikeda T, Nagao K, Kawai T, Komasa A, Nishikawa R, Kawase Y, Morinaga T,
Kawato M, Seko Y, Toyofuku M, Furukawa Y, Ando K, Kadota K, Abe M, Akao M, Sato Y,
Kuwahara K and Kimura T.

原著論文
Association of low body weight with clinical outcomes in elderly atrial fibrillation patients receiving 
apixaban-J-ELD AF Registry Subanalysis.
Cardiovasc Drugs Ther, 36, 4, 691-703, 2022.

Kadosaka T, Nagai T, Suzuki S, Sakuma I, Akao M, Yamashita T, Anzai T and Okumura K.
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原著論文
Bleeding and subsequent cardiovascular events and death in atrial fibrillation with stable coronary artery 
disease：Insights from the AFIRE Trial.
Circ Cardiovasc Interv., 14, 11, e014476, 2021

Kaikita K, Yasuda S, Akao M, Ako J, Matoba T, Nakamura M, Miyauchi K, Hagiwara N, Kimura K,
Hirayama A, Matsui K and Ogawa H.

原著論文
Association of inverted T wave during atrial fibrillation rhythm with subsequent cardiac events. 
Heart., 108, 3, 178-185, 2022

Kawaji T, Ogawa H, Hamatani Y, Kato M, Yokomatsu T, Miki S, Abe M and Akao M.
原著論文
Effectiveness and safety of rivaroxaban by general practitioners　- A multicenter, prospective study in 
Japanese patients with non-valvular atrial fibrillation（GENERAL）.
Circ J., 85, 8, 1275-1282, 2021

Kusano K, Sugishita N, Akao M, Tsuji H, Matsui K, Hiramitsu S, Hatori Y, Odakura H, Kamada H, 
Miyamoto K and Ogawa H.

原著論文
Rivaroxaban Monotherapy in Patients With Atrial Fibrillation After Coronary Stenting：Insights From the 
AFIRE Trial.
JACC Cardiovasc Interv., 14, 21, 2330-2340, 2021

Matoba T, Yasuda S, Kaikita K, Akao M, Ako J, Nakamura M, Miyauchi K, Hagiwara N, Kimura K,
Hirayama A, Matsui K, Ogawa H.

原著論文
Antithrombotic Therapy for Atrial Fibrillation and Coronary Artery Disease in Patients With Prior 
Atherothrombotic Disease：A Post Hoc Analysis of the AFIRE Trial. 
J Am Heart Assoc., 10, 21, e020907, 2021

Matsuzawa Y, Kimura K, Yasuda S, Kaikita K, Akao M, Ako J, Matoba T, Nakamura M, Miyauchi K,
Hagiwara N, Hirayama A, Matsui K and Ogawa H.

原著論文
Concomitant Mitral Regurgitation in Severe Aortic Stenosis　- A Report From the CURRENT AS Registry. 
Circ J., 86, 3, 427-437, 2022

Murai R, Kawase Y, Taniguchi T, Morimoto T, Kadota K, Ohya M, Shimada T, Maruo T, Fuku Y,
Komiya T, Ando K, Hanyu M, Kanamori N, Aoyama T, Murata K, Onodera T, Yamazaki F, Kitai T,
Furukawa Y, Koyama T, Miyake M, Izumi C, Nakagawa Y, Yamanaka K, Mitsuoka H, Shirotani M,
Kato M, Miki S, Nakajima H, Hirano Y, Miyazaki S, Saga T, Sugioka S, Matsuda S, Matsuda M,
Ogawa T, Nagao K, Inada T, Nakayama S, Mabuchi H, Takeuchi Y, Sakamoto H, Sakaguchi G,
Yamane K, Eizawa H, Toyofuku M, Tamura T, Iwakura A, Ishii M, Akao M, Shiraga K, Minamino-Muta E,
Kato T, Inoko M, Ueyama K, Ikeda T, Himura Y, Komasa A, Ishii K, Hotta K, Sato Y, Fujiwara K, Kato Y,
Kouchi I, Inuzuka Y, Ikeguchi S, Miwa S, Maeda C, Shinoda E, Nishizawa J, Jinnai T, Higashitani N,
Kitano M, Morikami Y, Kitaguchi S, Minatoya K and Kimura T.

原著論文
Predicting cerebral infarction in patients with atrial fibrillation using machine learning：The Fushimi AF 
registry. 
J Cereb Blood Flow Metab, 42, 5, 746-756, 2022.

Nishi H, Oishi N, Ogawa H, Natsue K, Doi K, Kawakami O, Aoki T, Fukuda S, Akao M and Tsukahara T.
原著論文
Characteristics and clinical outcomes in atrial fibrillation patients classified using cluster analysis：the 
Fushimi AF Registry. 
Europace., 23, 9, 1369-1379, 2021

Ogawa H, An Y, Nishi H, Fukuda S, Ishigami K, Ikeda S, Doi K, Ide Y, Hamatani Y, Fujino A, Ishii M,
Iguchi M, Masunaga N, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, Tsukahara T,
Lip GYH and Akao M.

原著論文
Clinical Outcomes of Very Elderly Patients With Atrial Fibrillation Receiving On-label Doses of Apixaban：
J-ELD AF Registry Subanalysis. 
J Am Heart Assoc., 10, 15, e021224, 2021

Okada M, Inoue K, Tanaka N, Sakata Y, Akao M, Yamashita T, Suzuki S and Okumura K.
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原著論文
A novel risk stratification system for ischemic stroke in Japanese patients with non-valvular atrial fibrillation. 
Circ J., 85, 8, 1254-1262, 2021

Okumura K, Tomita H, Nakai M, Kodani E, Akao M, Suzuki S, Hayashi K, Sawano M, Goya M,
Yamashita T, Fukuda K, Ogawa H, Tsuda T, Isobe M, Toyoda K, Miyamoto Y, Miyata H,
Okamura T and Sasahara Y.

原著論文
Predictors for a high apixaban level in elderly patients with atrial fibrillation prescribed reduced dose of 
apixaban. 
Eur J Clin Pharmacol., 77, 11, 1757-1758, 2021

Suzuki S, Yamashita T, Akao M and Okumura K.
原著論文
Two-year outcomes of more than 30 000 elderly patients with atrial fibrillation：results from the All Nippon 
AF In the Elderly （ANAFIE） Registry. 
Eur Heart J Qual Care Clin Outcomes., 8, 2, 202-213, 2022

Yamashita T, Suzuki S, Inoue H, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Okumura K, Koretsune Y, Shimizu W,
Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T,
Kaburagi J and Takita A.

原著論文
Risk factors of thrombotic recurrence and major bleeding in patients with intermediate-risk for recurrence 
of venous thromboembolism. 
J Thromb Thrombolysis., 53, 1, 182-190, 2022

Yamashita Y, Amano H, Morimoto T, Kadota K, Hata R, Matsushita K, Osakada K, Sano A, Takase T,
Hiramori S, Kim K, Oi M, Akao M, Kobayashi Y, Toyofuku M, Inoko M, Tada T, Chen PM, Murata K,
Tsuyuki Y, Nishimoto Y, Sasa T, Sakamoto J, Kinoshita M, Togi K, Mabuchi H, Takabayashi K, Kato T,
Ono K and Kimura T.

原著論文
Severity of pulmonary embolism at initial diagnosis and long-term clinical outcomes：From the COMMAND 
VTE Registry.
Int J Cardiol., 343, 107-113, 2021

Yamashita Y, Morimoto T, Kadota K, Takase T, Hiramori S, Kim K, Oi M, Akao M, Kobayashi Y,
Toyofuku M, Inoko M, Tada T, Izumi T, Chen PM, Murata K, Tsuyuki Y, Nishimoto Y, Sasa T,
Sakamoto J, Kinoshita M, Togi K, Mabuchi H, Takabayashi K, Kato T, Ono K and Kimura T.

原著論文
Background characteristics and anticoagulant usage patterns of elderly non-valvular atrial fibrillation 
patients in the ANAFIE registry：a prospective, multicentre, observational cohort study in Japan. 
BMJ Open., 11, 3, e044501., 2021

Yasaka M, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu W, Tsutsui H,
Toyoda K, Hirayama A, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Kaburagi J, Takita A and Inoue H.

原著論文
Clinical Outcomes of Rivaroxaban Monotherapy in Heart Failure Patients With Atrial Fibrillation and Stable 
Coronary Disease：Insights From the AFIRE Trial. 
Circulation., 144, 17, 1449-1451, 2021

Yazaki Y, Nakamura M, Iijima R, Yasuda S, Kaikita K, Akao M, Ako J, Matoba T, Miyauchi K,
Hagiwara N, Kimura K, Hirayama A, Matsui K and Ogawa H.

原著論文以外
Local abnormal atrial activity related to right septal intra-atrial reentrant tachycardia after mitral valve 
surgery. 
HeartRhythm Case Rep., 7, 4, 203-206., 2021.04

An Y, Ogawa H, Yanagisawa M, Marumiya C, Ikeda S and Akao M.
原著論文以外
Single-loop bi-atrial tachycardia with presumed conduction block across an anteroseptal mitral ablation 
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